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13. 野生動物の資源利用

　13. 1　  野生動物の自然資源とし
ての価値

と利用

13. 1. 1　 「自然資源（natural resources）」の概念 

ならびに海外における関連機
関の例

日本では，natural resources
は「天然資源」

と訳されることが多く，しばし
ば化石燃料や鉱物

がイメージされる（経済産業省
の資源エネルギー

庁の英名である Agency for N
atural Resources 

and Energy にも使われている
）．一方，世界的

には，natural resources は自然
界に存在する「人

間にとって価値のある全ての資
源」とされ，化石

燃料や鉱物のみならず，林産物
や水産物などの生

物資源，水力や風力などのエネ
ルギー源等も包含

する概念と位置付けられている
1）．そこで本章で

は，「天然資源」という語の持つ
日本特有のイメー

ジを避けるため，natural reso
urces の訳語とし

て「自然資源」を用いることと
した．

なお，米国の各州政府には自然
資源関連の局

（Department of Natural Reso
urces，Department 

of Fish, Wildlife and Parks
, Depatment of 

Fish and Game, Department 
of Eivironmental 

Conservation などで，州によ
って名称は異な

る）が設置されている．例えば
ウィスコンシン

州 の Department of Natural R
esources は， 大

気や水資源などを管理する部門
（Environmental 

Management Division），森林・
林業を管轄する

部門（Forestry Division），魚類
，野生動物，自

然公園を管轄する部門（Fish
, Wildlife & Park 

Division）等を置き，自然資源
全般にかかわる業

務を担当している
2）．同様に，多くの大学におい

ても自然資源学にかかわる部局
が設置されてお

り，その例の一つがウィスコン
シン大学スティー

ブンスポイント校の自然資源
学部（College of 

Natural Resources）である．こ
こでは，漁業と

水資源，林業，製紙科学，野生
動物などに関連す

る教育研究が行われている
3）．

13. 1. 2　野生動物の資源的価値
と利用形態

野生動物の商業利用については
，密猟による捕

獲圧を高める等の理由により忌
避すべきとの考え

方が根強かった．しかし現在で
は，生物多様性基

本法の基本方針に謳われるよう
に，生物多様性の

保全と持続可能な利用をバラン
スよく推進するこ

とが肝要とされている．

野生動物を含む生物資源の価値
は，表 13. 1 に

示すとおり大きく「利用的価値
」と「非利用的価

値」に分類され，さらに両者は
それぞれ「消費的

価値」と「非消費的価値」ならび
に「存在的価値」

と「選択肢的価値（予備的使用
価値）」に分類さ

れる4-7）．
消費的価値に基づく利用（消費

的活用）につい

ては，さらに商業収穫，娯楽収
穫，生存収穫の 3

つに分類される
4）（総論 13. 2 節参照）．

非消費的価値に基づく利用は非
消費的活用と呼

ばれ，野生動物がかかわる主要
な様式には観光資

源としての活用と教育資源とし
ての活用とがあ

る．総論 13. 3 節には，それら
の実例ならびに現

状と課題とが概説されている．

一方で野生動物は，農林水産業
への被害や感染

症の媒介，交通事故などを通じ
，人間社会に不利

益をもたらす場合もある．この
ような不利益につ

いては，野生動物の持つ負の価
値として位置付け

利用的
価値

消費的価値
狩猟などを通じ，利用対象個体

を個体群から取り除く行為に

よって生じる価値

非消費的価値

国立公園における動物の観察

等，利用対象個体を個体群から

取り除かない行為によって生じ

る価値

非利用的
価値

存在的価値
倫理的立場から支持される価

値．人類社会における益-不益の
 

論理等を超えた価値

選択肢的価値

（予備的使用価値）
将来の潜在的利用のために残し

ておく価値

表 13. 1　 生物資源の価値の分類（伊
吾田4），矢原・鷲谷

7）をもと 

に作成）
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◆ 各　論

3. アーバン・ワイルドライフ対策

　3. 1　全国の市街地出没の概要

3. 1. 1　近年の出没の傾向
2000 年以降，それまで出没が少なかった都市環境や住居集合地にまで野生動物が出没するようになり，野生動物と人との軋轢は，年々増加傾向にある．2010 年ごろまでは，都市環境における野生動物の出没や被害は，いわゆるハナレザルやニホンジカ・クマ類の突発的出没，神戸市の餌付けイノシシによるものが大半であった．しかし，その後はあらゆる地域でイノシシやクマ類が出没する事態となった．東北地方では，本来は山岳地域に生息するニホンカモシカの市街地出没も発生している．市街地出没は，全国的に増加傾向にあることから，広く一般的に見られる現象となり，確実に森林地域から市街地側に押し寄せてきているといえる．2023 年には，これまで経験したことのないほどのクマ類の出没が北海道，東北地方を中心に発生し，人身被害は過去最高の 219 人にのぼった（図 3. 1）1）．出没地域における実被害だけでなく，風評被害や都市部の住民の愛護的な発想による殺処分反対意見が地元行政へ威圧的な形で大量に寄せられるなど，大きな社会問題へと発展した．

また，鳥獣保護管理法では対応できない部分が顕在化し，クマ類が指定管理鳥獣に指定されたほか，市街地に出没した際の猟銃使用についての法律改定の動きが進んだ（11. 3. 4 項）．
人口密度が高く交通量の多い都市環境における大型野生動物の出没は，中山間地域における出没や被害とは全く異なる事態を発生させる．例えば突発的な出没の場合，クマやイノシシが興奮状態となり，次々に人を襲う，という現象が起こる．また，野生動物が予想しえない交通量の多い場所

や緑地環境のない場所に突発的に出没することもある（図 3. 2）2, 3）．人口が密集しているため，人身被害や交通事故など人の生命に直接かかわる緊急かつ深刻な被害の危険性が高まる2, 4）．都市環境ならではの問題が発生することから，その場限りの対応ではなく，体系立てた野生動物への対応・対策の仕組みを構築することが必要である3）．

3. 1. 2　全国の主な出没要因
近年の野生動物の出没要因は，動物種や地域によって異なるが，基本的には以下の 3つの要因がその基礎にある．

① 分布拡大と個体数増加：日本の野生動物は，昭和初期までに絶滅の危機に瀕したため，保護政策が続けられた（総論 2章参照）．その後個体

図 3. 2　住宅の中から撮影されたツキノワグマ

図 3. 1　クマ類による人身事故件数1）
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5.3　大型獣の個体群動態：クマ 高木　俊
5.4　 大型獣の個体群動態：イノシシ 中島啓裕
コラム1　鯨類の管理 北門利英

各論

各論1．個体数推定
1.1　個体数の調査 高木　俊
1.2　 推定原理（最尤法，ベイズ法，そして野

生生物動態推定への応用） 北門利英
1.3　 推定モデル（mark-recapture など）
 山村光司

各論2． 地域主体の被害防除の具体的手法と
合意形成手法 山端直人

2.1　はじめに
2.2　地域主体の獣害対策の実例
2.3　獣害につよい集落の成立要因
2.4　 「地域主体の獣害対策」を進めるための

合意形成手法
2.5　 獣害対策が暮らしやすい「社会」を育む

～地域政策全般への共通性～

各論3．アーバン・ワイルドライフ対策
3.1　全国の市街地出没の概要 横山真弓
3.2　 兵庫県神戸市における市街地出没対応の

事例 横山真弓
3.3　 札幌市における市街地対応の事例
 早稲田宏一

各論4．捕獲技術
4.1　不動化技術 淺野　玄
4.2　 捕獲にかかわるアニマルウェルフェア
 伊吾田宏正
4.3　銃器による捕獲 鈴木正嗣・伊吾田宏正
4.4　わなによる捕獲 伊吾田宏正・鈴木正嗣
4.5　錯誤捕獲 伊吾田宏正

各論5．特定鳥獣保護管理計画の実際
5.1　 特定鳥獣保護管理計画制度について
 横山真弓
5.2　北海道における保護管理 宇野裕之
5.3　 神奈川県丹沢山地におけるニホンジカの

保護管理 永田幸志
5.4　 兵庫県における特定計画の策定状況
 横山真弓
5.5　広域管理の事例̶シカ̶ 奥村忠誠
5.6　 クマ類の広域管理 高木　俊
コラム3　 地域協働型野生動物管理のための

OODAループの活用 武山絵美

各論6．被害防止計画の策定 山端直人
6.1　被害防止計画とその根拠法の概要
6.2　特措法による主な支援内容
6.3　鳥獣被害防止総合対策交付金
6.4　被害防止計画の概要
6.5　被害防止計画の策定状況と課題
6.6　今後の獣害対策に向けての改善

各論7．ニホンジカ 梶　光一
7.1　ニホンジカ：生態的特徴
7.2　シカの増加に伴う植生への影響
7.3　個体数管理に求められる要件
7.4　自然保護区の野生動物管理

各論8．ニホンカモシカ 常田邦彦・三浦貴弘
8.1　はじめに
8.2　 カモシカの生物学的特徴と保護管理―シ

カとの対比から
8.3　 カモシカの生息状況の変化，被害と被害

対策

コラム2　 エゾシカのフィードバック管理
 松田裕之
総論6．野生動物の疾病 大沼　学
6.1　「野生動物の疾病」に関連する専門分野
6.2　「野生動物の疾病」の具体例
6.3　「野生動物の疾病」に関するデータ収集
6.4　 「野生動物の疾病」の検出に必要なサン

プルサイズ
6.5　 「野生動物の疾病」調査に関連する試料

採取方法
6.6　「野生動物の疾病」管理

総論7．栄養生態学：食性・栄養・成長・繁殖
7.1　個体群動態と栄養生態学 横山真弓
7.2　大型獣の食性
7.3　大型獣の成長 横山真弓
7.4　栄養指標 横山真弓
7.5　繁殖学の基礎と関連用語 鈴木正嗣
7.6　大型獣の繁殖特性

総論8．生息地と行動 小坂井千夏
8.1　 保全と管理のために重要な生息地，行動

にかかわる用語
8.2　 目的に合った時空間スケールや行動・環

8.4　カモシカの保護管理
8.5　カモシカ保護管理の課題と将来

各論9．ニホンイノシシ
9.1　生活史特性 岸本真弓
9.2　密度推定 高木　俊・東出大志
9.3　農業被害と対策 上田弘則
9.4　 イノシシによる市街地出没と人身事故
 横山真弓
9.5　 島嶼域におけるイノシシの分布 栗山武夫
9.6　豚熱 鈴木正嗣

各論10．ツキノワグマ 小池伸介
10.1　ツキノワグマという生き物
10.2　ツキノワグマとの軋轢
10.3　ツキノワグマの管理
10.4　普及活動

各論11．ヒグマ 佐藤喜和
11.1　生息動向と生活史特性
11.2　被害の実態
11.3　被害に対する対策
11.4　普及活動

各論12．ニホンザル
12.1　管理に関するサルの生態 森光由樹
12.2　 ニホンザルの群れ管理と被害対策 

 山端直人

各論13．中型哺乳類 塚田英晴
13.1　キツネ
13.2　タヌキ
13.3　ニホンアナグマ

各論14．大型鳥類の野生復帰
14.1　 野生復帰の概要 岡久雄二・永田尚志
14.2　トキ 岡久雄二・永田尚志
14.3　コウノトリ 出口智広
14.4　タンチョウ 長谷川理

各論15．海獣類
15.1　海獣類とは 小林万里・服部　薫
15.2　 アザラシの生息状況，被害発生状況，

被害対策 小林万里
15.3　 ゼニガタアザラシと特定希少鳥獣管理

計画 小林万里
15.4　 トドの生息状況，被害発生状況，被害

対策 服部　薫

各論16．侵略的外来野生動物
16.1　フイリマングース 亘　悠哉
16.2　ノヤギ 滝口正明
16.3　ネズミ類 橋本琢磨
16.4　タイワンザル 白井　啓
16.5　クリハラリス 安田雅俊
16.6　アライグマ 栗山武夫
16.7　イエネコ 塩野﨑和美

各論17．カワウ 亀田佳代子
17.1　カワウの特性
17.2　 日本における個体数と分布，人とのか

かわりの変遷
17.3　被害特性
17.4　被害対策
17.5　海外におけるウ類の被害と対策


